
０年度

活動 大会数（大会） 19 19 19 19 20
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 6,839 7,902 7,411 14,782 合計 7,411,420 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 7,411,420 円

一般財源 6,839 7,902 7,411 14,782

職員人件費　② 1,753 1,760 1,959 1,901

総事業費（①＋②） 8,592 9,662 9,370 16,683

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ

２

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

８

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

年

　
業
　
概
　
要

総合計画

度

分野 教育文化

基本施策

（

スポーツ
施策体系

施策

平

の内容 スポーツ活動プ

成

ログラムの充実

目
　
　

２

　
的

　全国大会等を本

７

市に誘致することで、

年

競技

主
た
る
内
容

　全国

度

大会等開催費用の一部

評

助成
者の拡大や青少年

価

の健全な育成、競技力

）

向上
及び競技団体の強

刈

化を図るとともに、市

谷

民が
間近に観戦する環

市

境を整え、見るスポー

事

ツの
促進を図り、市民

務

が多くのスポーツに触

事

れる
機会を提供する。

業

位
置
づ
け

関連計画 第2

評

次刈谷市スポーツマス

価

タープラン

根拠法令  

シ

対象者 刈谷市体育協会

ー

へ関連する競技団体 事

ト

業期間 ～

実施方法 □直

（

営　□委託　□指定管

様

理　■補助・助成　□

式

その他

１）

会計名 担当部

Ｂ
　
事
　
業

教

　
実
　
績

２５年度実績

育

２６年度実績 ２７年度

部

実績 ２８年度計画

日本

一

女子ソフトボールリー

般

グ 日本女子ソフトボー

会

ルリーグ 日本女子ソフ

計

トボールリーグ 日本女

各

子ソフトボールリーグ

種

を始めとする19の大

大

会に補助 を始めとする

会

19の大会に補助 を始

補

めとする19の大会に

助

補助 を始めとする19

事

の大会に補助
金を交付

業

した。 金を交付した。

担

金を交付した｡ 金を交

当

付する。

　全国レベル

課

の大会等を誘致するこ

ス

とで、市民がスポーツ

ポ

に触れる機会を創出す

ー

るとともに、スポーツ

ツ

活動に参加できる

成果

課

きっかけづくりを行っ

款

た。また、青少年がス

項

ポーツに親しみ、競技

目

力の向上や幅広い交流

担

を行う機会を支援し、

当

青少年の

健全育成を図

係

った。

　みる、ささえ

指

るスポーツを通じて、

導

本市の更なるスポーツ

係

振興をはかるため、事

1

業を充実させ、全国大

0

会や世界大会の

積極的

6

な誘致を行う。
課題

指

2

標名称（単位）
実績値 目標値

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ３



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　市民が、主体的にス

平

ポーツに親しむきっか

成

けとなり、生
・法的業

２

務
高い

涯スポーツ社会

８

の実現に向け、必要な

年

事業であると考えら
必

度

要性 ・市民ニーズ、社

（

会需要 れる。
・市民生

平

活上必要である　など

成

　本市の有料施設使用

２

料相当額分を補助する

７

もので、使用
・コスト

年

の節減、費用対効果
普

度

通
料は市の歳入となり

評

相殺されるため、一定

価

の費用対効果が
効率性

）

・執行体制の効率性 見

刈

込まれる。
・手段の最

谷

適性　など

　スポーツ

市

の重要性を再認識して

事

もらい、市民のスポー

務

ツ
・市が主体となって

事

実施する
高い

活動への

業

動機づけを行うことで

評

、本市のスポーツ活動

価

の推
妥当性 　べき事業

シ

であるか 進が図られ、

ー

市が主体となり積極的

ト

に推進する事業である

（

・総合計画との整合性

様

　など と考えられる。

式

　第2次刈谷市スポー

２

ツマスタープランに掲

）

げる「豊かなス

施策へ

会

の ・施策への貢献度
高

計

い
ポーツライフの実現

名

」に向け、みるスポー

担

ツ等の観点から
・目標

当

達成度 、市民がスポー

部

ツを楽しむことができ

教

る環境づくりに貢献
貢

育

献度 ・市民サービスへ

部

の効果　など している

一

。

今後の方向性 □拡充

般

　■現状維持　□改善

会

・効率化　□縮小　□

計

終期設定　□休止・廃

各

止

　スポーツに対する

種

市民ニーズが多様化し

大

ている中、市民がさま

会

ざまなスポーツに触れ

補

る機会を設け、競技の

助

普及、
競技人口の拡大

事

、競技レベルの向上等

業

を目指すとともに、ス

担

ポーツを楽しむことが

当

できる環境を整えるこ

課

とで、生涯
スポーツの

ス

推進が図られる。重要

ポ

な事業であり、今後も

ー

継続する必要がある事

ツ

業と考えられる。

課

款 項 目

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ

担

 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　

当

評
　
価
　
∨

係 指導係

10 6 2



の移行が円滑に実施できた。

・競技の普及・競技人口の拡大といった競技団体としての設置目的に照らし、競技の専門性と民間団体としての柔軟性を

活かし、各競技連盟等による自主運営が可能となるように、さらに育成に努める必要がある。
課題

・指定管理者の次回募集に合わせた、教室運営者の指定管理者への移行を進める中において、指定管理者による既存事業

との重複や各競技団体等への実施主体者の移行の可能性等を見極めていく必要がある。

指標名称（単位）
実績値 目標値

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ３０年度

成果 各種大会、イベント参加者数（人） 12,189 12,685 12,792 13,000 13,000
指標

指標
・スポーツ教室は近隣各市で開催されていますが、基本方針、事業主体、種目、規模等異なるため、一概に

他市との 比較検討することは難しい。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 4,529 4,653 4,560 4,832 合計 4,560,036 円
報償費 3,814,500 円

財
　
源

特定財源 2,149 2,101 2,08

Ｄ

0 3,115 需用費 2

　

13,276 円
役務

　

費 337,260 円

　

一般財源 2,380 2

Ｏ

,552 2,480 1

　

,717 負担金、補助

　

及び
交付金 195,0

∧

00 円

職員人件費　

　

② 2,455 2,81

　

6 3,134 2,66

実

2

総事業費（①＋②）

　

6,984 7,469

　

7,694 7,494

施

建
設
事
業

全体事業費（

　

単位：千円） 0 ２７年

　

度特定財源名称

２７年

∨

度までの累積事業費 0 ・スポーツ教室参加料

２９年度以降の事業費見込 0

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

８

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 教育文化

基本

（

施策 スポーツ
施策体系

平

施策の内容 スポーツ活

成

動プログラムの充実

目

２

　
　
　
的

  市民に対

７

してスポーツへの動機

年

づけと健康

主
た
る
内
容

度

　各種スポーツ教室の

評

開催
増進を図るととも

価

に、子どもの体力向上

）

、女
性の社会参加､高

刈

齢者の体力向上を目指

谷

す。

位
置
づ
け

関連計画

市

第2次刈谷市スポーツ

事

マスタープラン

根拠法

務

令

対象者 市民 事業期間

事

～

実施方法 ■直営　□

業

委託　□指定管理　■

評

補助・助成　□その他

価シート （様式１）

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

会

績

２５年度実績 ２６年

計

度実績 ２７年度実績 ２

名

８年度計画

・市主催　

担

・市主催　 ・市主催　

当

・市主催　
　　8教室

部

を各年3期開催 　　9

教

教室を各年3期開催 　

育

　9教室を各年3期開

部

催 　　9教室を各年3

一

期開催　　
　　　延べ

般

参加者数　6,487

会

人　　　延べ参加者数

計

　6,295人　　　

ス

延べ参加者数　6,0

ポ

81人　　  延べ定

ー

員数　1,185人
・

ツ

連盟主催教室への助成

教

・連盟主催教室への助

室

成 ・連盟主催教室への

開

助成
　　助成団体数　

催

2 　　助成団体数　2

事

　　助成団体数　1
　

業

　　卓球　1教室（2

担

年目） 　　　卓球　　

当

1教室（3年目)　　

課

　テニス　1教室（3

ス

年目)
　　　テニス1

ポ

教室（1年目） 　　　

ー

テニス　1教室（2年

ツ

目)
　　 　　　

・市民

課

の体力増進、スポーツ

款

の知識技能習得及び施

項

設利用マナー向上が図

目

られたほか、子どもの

担

体力向上、女性の社会

当

参

成果
加、子育て支援

係

、高齢者のスポーツへ

普

の啓発等となる教室を

及

開催することにより、

係

スポーツ活動への参加

1

機会を提供・拡

大でき

0

た。

・助成金の交付に

6

より、市から各協議連

2

盟への教室実施主体者



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　スポーツをはじ

平

めるきっかけづくり、

成

女性や高齢者等の
・法

２

的業務
普通

健康増進、

８

社会参画、子どもの体

年

力向上に資する教室を

度

主
必要性 ・市民ニーズ

（

、社会需要 に開催して

平

いるため必要な事業で

成

ある。
・市民生活上必

２

要である　など

　カン

７

ガルールームを設置し

年

、子育て中の方にも参

度

加しや
・コストの節減

評

、費用対効果
普通

すい

価

等の環境を整えた教室

）

の開催。また子ども向

刈

けの教室
効率性 ・執行

谷

体制の効率性 は、愛知

市

教育大学の保健体育講

事

座等に学外学習の一環

務

とし
・手段の最適性　

事

など て学生を、タグラ

業

グビー教室は豊田自動

評

織機ラグビー部Ｏ
Ｂ等

価

を派遣してもらう等、

シ

専門性も高めている。

ー

　市民スポーツの普及

ト

振興を目指しているた

（

め、市民のス
・市が主

様

体となって実施する
普

式

通
ポーツ活動への動機

２

づけ、健康についての

）

理解を深めるた
妥当性

会

　べき事業であるか め

計

必要な事業である。
・

名

総合計画との整合性　

担

など

　だれもが生涯に

当

わたって、それぞれの

部

体力や年齢、目的

施策

教

への ・施策への貢献度

育

高い
に応じ、主体的に

部

スポーツに親しむこと

一

の出来る生涯スポ
・目

般

標達成度 ーツ社会の実

会

現に貢献している。
貢

計

献度 ・市民サービスへ

ス

の効果　など

今後の方

ポ

向性 □拡充　□現状維

ー

持　■改善・効率化　

ツ

□縮小　□終期設定　

教

□休止・廃止

　市民ニ

室

ーズが多様化している

開

現在、競技の普及・競

催

技人口の拡大・競技レ

事

ベルの向上等の観点か

業

ら、市民団体など
が実

担

施主体となる方が望ま

当

しい教室・種目もあり

課

、実施目的や果たす役

ス

割、民間の動向、実施

ポ

能力の有無やサービス

ー

面も踏まえて、事業の

ツ

廃止、各競技連盟等へ

課

の移行をさらに進めて

款

いく。

項 目 担

Ｃ
 

当

　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　

係

Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

普及係

10 6 2



指

ニア選抜)
元日本代表

導

選手のトークショーや

係

教室、ドリームマッチ

1

を実施することにより

0

、 市民がサッカーに

6

興味や関心を持ち、

成

2

果
サッカーのまち刈谷を再認識する一助となった。

トークショーでは７００名程度の来場者を想定したが、その２割程度の来場者であったため、動員手法を検討する。

事務の効率化のため、委託先、委託範囲について検証する。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ３０年度

成果 来場者（人） ― ― 3,000 ― ―
指標

指標

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 3,000 0 合計 3,000,000 円
委託料 3,000,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 0 3,000 0

職員人件費　② 0 0 783 0

総事業費（①＋②） 0 0 3,783 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　

８

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 ス

平

ポーツ
施策体系

施策の

成

内容 スポーツ活動プロ

２

グラムの充実

目
　
　
　

７

的

　市制65周年記念

年

イベントとして、サッ

度

カー

主
た
る
内
容

○開催

評

日：平成27年12月

価

12日・13日
の元日

）

本代表を招聘し、スポ

刈

ーツを通した地 ○主催

谷

：刈谷市・刈谷市教育

市

委員会
域活性化を図る

事

とともに、サッカーの

務

まち刈 ○主管：刈谷市

事

サッカー連盟
谷をＰＲ

業

する。 ○会場：総合運

評

動公園・産業振興セン

価

ター
　また、サッカー

シ

教室やフレンドリーマ

ー

ッチ ○内容：①サッカ

ト

ー教室…小学生を対象

（

とし
などで、元日本代

様

表選手と直接ふれあう

式

こと 　　　　　た元日

１

本代表選手によるサッ

）

カー
で、子どもたちの

会

夢や憧れを育てる。 　

計

　　　　教室
　　　　

名

②フレンドリーマッチ

担

…元日本代表
　　　　

当

　選チームと中学選抜

部

及びシニア選
　　　　

教

　抜チームとの試合
　

育

　　　③トークショー

部

…元日本代表選手に
　

一

　　　　よる講演会

位

般

置
づ
け

関連計画 第2次

会

刈谷市スポーツマスタ

計

ープラン

根拠法令

対象

刈

者 市民 事業期間 平成２

谷

７年度 ～ 平成２７年度

サ

実施方法 □直営　■委

ッ

託　□指定管理　□補

カ

助・助成　□その他

ーフェスティバル開

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

催

２５年度実績 ２６年度

事

実績 ２７年度実績 ２８

業

年度計画

　 　 ・平成2

担

7年12月12日（土

当

） 　
　 　 　　トークシ

課

ョー 　
　 　 　　「日本

ス

サッカーの将来と 　
　

ポ

　 　　刈谷のサッカー

ー

の進むべ 　
　　　――

ツ

――――― 　　　――

課

――――― 　　き道」

款

　　　―――――――

項

・平成27年12月1

目

3日（日）
　　サッカ

担

ー教室
　　（市内小学

当

生）
　　ドリームマッ

係

チ
　　（中学選抜・シ



導係

10 6 2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

市

平

民が、サッカーのまち

成

を知り親しむきっかけ

２

となり、生
・法的業務

８

高い
涯スポーツ社会の

年

実現に向け、必要な事

度

業であると考えら
必要

（

性 ・市民ニーズ、社会

平

需要 れる。
・市民生活

成

上必要である　など

刈

２

谷市サッカー連盟へ事

７

業を委託することによ

年

り、職員の
・コストの

度

節減、費用対効果
普通

評

負担を減らし、サッカ

価

ー連盟のもつ専門性に

）

より事務の効
効率性 ・

刈

執行体制の効率性 率化

谷

を図ることができたと

市

考えられる。
・手段の

事

最適性　など

第7次刈

務

谷市総合計画では、ス

事

ポーツ活動プログラム

業

の充実
・市が主体とな

評

って実施する
高い

とし

価

て、市民がスポーツに

シ

興味や関心を持ち、ス

ー

ポーツ活
妥当性 　べき

ト

事業であるか 動に参加

（

できるよう掲げており

様

、計画推進に寄与でき

式

た事
・総合計画との整

２

合性　など 業であると

）

考えられる。

市民がス

会

ポーツに興味や関心を

計

持つため、元日本代表

名

選手

施策への ・施策へ

担

の貢献度
低い

の一流の

当

プレイヤーと触れ合え

部

る機会を設けることで

教

、ス
・目標達成度 ポー

育

ツをはじめるきっかけ

部

づくりとなったと考え

一

られる。
貢献度 ・市民

般

サービスへの効果　な

会

ど

今後の方向性 □拡充

計

　□現状維持　□改善

刈

・効率化　□縮小　□

谷

終期設定　■休止・廃

サ

止

市制65周年記念事

ッ

業と位置付け実施した

カ

もので、次年度以降の

ー

実施は未定。

フェステ

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　

ィ

Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　

バ

価
　
∨

ル開催事業
担当課 スポーツ課

款 項 目 担当係 指



0 6 2

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 6,371 0 合計 6,371,000 円
報償費 258,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 需用費 166,600 円
委託料 5,888,840 円

一般財源 0 0 6,371 0 使用料及び賃借料 57,560 円

職員人件費　② 0 0 2,389 0

総事業費（①＋②） 0 0 8,760 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

８

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 教育文

（

化

基本施策 スポーツ
施

平

策体系
施策の内容 スポ

成

ーツ活動プログラムの

２

充実

目
　
　
　
的

　市制

７

65周年記念イベント

年

として、地元球団

主
た

度

る
内
容

○開催日：平成

評

28年3月2日
である

価

中日ドラゴンズ主催の

）

オープン戦を本 ○主催

刈

：中日新聞社・中日ド

谷

ラゴンズ
市に誘致し、

市

プロ野球の試合を身近

事

に観戦で ○会場：刈谷

務

球場
きる機会を設ける

事

ことで、市民のスポー

業

ツへ
の関心の向上を図

評

るとともに、スポーツ

価

を始
める機会を提供す

シ

る。

位
置
づ
け

関連計画

ー

第2次刈谷市スポーツ

ト

マスタープラン

根拠法

（

令

対象者 市民 事業期間

様

平成２７年度 ～ 平成２

式

７年度

実施方法 ■直営

１

　■委託　□指定管理

）

　□補助・助成　□そ

会

の他

計名 担当部 教育部

Ｂ
　
事
　
業
　

一

実
　
績

２５年度実績 ２

般

６年度実績 ２７年度実

会

績 ２８年度計画

　 　 ・

計

平成28年3月2日（

プ

水） 　
　 　 　午後1時

ロ

試合開始 　
　 　 ・中日

野

ドラゴンズVS広島東

球

洋 　
　 　 　カープ 　
　

オ

　　――――――― 　

ー

　　――――――― ・

プ

観客数6,675人 　

ン

　　―――――――

・

戦

前回（平成26年3月

開

）は雨天のため開催で

催

きなかったが、今回は

事

多くの観客に楽しんで

業

もらうことができた。

担

成果

・事務の効率化の

当

ために、委託の範囲を

課

広げる。

課題

指標名称

ス

（単位）
実績値 目標値

ポ

２５年度 ２６年度 ２７

ー

年度 ２８年度 ３０年度

ツ

成果 観客数（人） ― ―

課

6,675 ― ―
指標
活

款

動
指標

平成28年3月

項

3日（木）小牧市民球

目

場（中日ドラゴンズV

担

S広島東洋カープ）
他

当

市との 観客数4,58

係

4人
比較検証

業務係

1



6 2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　プロ野球

平

の試合を身近に観戦で

成

きる機会を設けること

２

で
・法的業務

高い
、ス

８

ポーツへの関心を向上

年

することができた。
必

度

要性 ・市民ニーズ、社

（

会需要
・市民生活上必

平

要である　など

　運営

成

を委託することで、職

２

員の負担を減らすこと

７

ができ
・コストの節減

年

、費用対効果
普通

た。

度

効率性 ・執行体制の効

評

率性
・手段の最適性　

価

など

　プロ野球ができ

）

る施設であることから

刈

、そこで市民がプ
・市

谷

が主体となって実施す

市

る
普通

ロ野球の試合を

事

を観戦できる事業とし

務

て開催することがで
妥

事

当性 　べき事業である

業

か きた。
・総合計画と

評

の整合性　など

　一流

価

選手のプレーを間近に

シ

見る機会として開催す

ー

ること

施策への ・施策

ト

への貢献度
高い

ができ

（

た。
・目標達成度

貢献

様

度 ・市民サービスへの

式

効果　など

今後の方向

２

性 □拡充　■現状維持

）

　■改善・効率化　□

会

縮小　□終期設定　□

計

休止・廃止

・不定期開

名

催（2～3年毎）のた

担

め、職員が運営内容を

当

把握し辛いため、委託

部

できる部分を増やし、

教

効率的に事業を進
めて

育

行きたい。

部

一般会

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ

計

 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価

プ

　
∨

ロ野球オープン戦開催事業
担当課 スポーツ課

款 項 目 担当係 業務係

10



及

ラブの会員を対象とし

係

たバトミントン交流会

1

（Ｈ21～）、卓球交

0

流会（Ｈ27～）を開

6

催し

た。

・各クラブの

2

自立に向けた、会員の確保、活動拠点の確保、安定的な財源の確保、運営スタッフの充実、組織力の強化が

今後の課題である。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ３０年度

活動 総合型地域スポーツクラブ加入者数 2,031 2,126 2,175 2,212 2,285
指標 （人）

 
指標

近隣市町のクラブ設立状況
他市との 　碧南市1クラブ、安城市2クラブ、知立市1クラブ、高浜市1クラブ、
比較検証 　東浦町1クラブ

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 3,050 2,550 1,750 950 合計 1,750,000 円
委託料 250,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 負担金、補助及び
交付金 1,500,000 円

一般財源 3,050 2,550 1,750 950

職員人件費　② 2,104 1,408 1,567 1,521

総事業費（①＋②） 5,154 3,958 3,317 2,471

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　

８

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

年

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

度

　
概
　
要

総合計画
分野

（

教育文化

基本施策 スポ

平

ーツ
施策体系

施策の内

成

容 クラブ・団体の育成

２

目
　
　
　
的

　地域のス

７

ポーツ振興のみならず

年

、スポーツ

主
た
る
内
容

度

○総合型地域スポーツ

評

クラブへの運営補助　

価

を通じた地域コミュニ

）

ティの形成、青少年育

刈

○各クラブの自立に向

谷

けた調査研究事業委託

市

成、高齢者や障害のあ

事

る人の社会参画の場と

務

（総合型地域スポーツ

事

クラブ研究会の開催）

業

しての効果を期待する

評

総合型地域スポーツク

価

ラブの育成を図る。

位

シ

置
づ
け

関連計画 スポー

ー

ツ基本計画（国）、第

ト

2次刈谷市スポーツマ

（

スタープラン

根拠法令

様

スポーツ基本法

対象者

式

市民 事業期間 平成１６

１

年度 ～

実施方法 □直営

）

　■委託　□指定管理

会

　■補助・助成　□そ

計

の他

名 担当部 教育部

一

Ｂ
　
事
　
業
　

般

実
　
績

２５年度実績 ２

会

６年度実績 ２７年度実

計

績 ２８年度計画

・総合

総

型地域スポーツクラブ

合

・総合型地域スポーツ

型

クラブ ・総合型地域ス

地

ポーツクラブ ・総合型

域

地域スポーツクラブ
　

ス

研究会 　研究会 　研究

ポ

会 　研究会
　開催回数

ー

　6回 　開催回数　5

ツ

回 　開催回数　6回 　

ク

開催回数　6回
・クラ

ラ

ブ運営補助 ・クラブ運

ブ

営補助 ・クラブ運営補

育

助 ・クラブ運営補助
　

成

補助対象クラブ数　6

事

クラブ　補助対象クラ

業

ブ数　6クラブ　補助

担

対象クラブ数　5クラ

当

ブ　補助対象クラブ数

課

　3クラブ

・平成16

ス

年の朝日総合スポーツ

ポ

クラブの設立をきっか

ー

けに、依佐美（Ｈ17

ツ

）、刈谷東（Ｈ17）

課

、富士松（Ｈ18）、

款

雁が音

成果
（Ｈ18）

項

、刈谷南（Ｈ19）総

目

合スポーツクラブが設

担

立し、市内の全6中学

当

校区ですべてのクラブ

係

が設立した。

・研究会

普

での協議を経て、各ク



係

　
評
　
価
　
∨

10 6 2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　地

平

域のスポーツ振興にお

成

いて必要性の高い事業

２

である。
・法的業務

高

８

い必要性 ・市民ニーズ

年

、社会需要
・市民生活

度

上必要である　など

　

（

参加者の増加を図るた

平

め一層の啓発活動とク

成

ラブの活動
・コストの

２

節減、費用対効果
普通

７

内容の充実が求められ

年

ている。
効率性 ・執行

度

体制の効率性
・手段の

評

最適性　など

　地域住

価

民が主体的な運営がで

）

きるよう育成支援する

刈

ため
・市が主体となっ

谷

て実施する
高い

に必要

市

な事業である。
妥当性

事

　べき事業であるか
・

務

総合計画との整合性　

事

など

　第2次スポーツ

業

マスタープランの重点

評

施策として推進を図

施

価

策への ・施策への貢献

シ

度
高い

っている。
・目

ー

標達成度
貢献度 ・市民

ト

サービスへの効果　な

（

ど

今後の方向性 □拡充

様

　■現状維持　□改善

式

・効率化　□縮小　□

２

終期設定　□休止・廃

）

止

　第2次スポーツマ

会

スタープランの重点施

計

策として位置づけられ

名

た、総合型地域スポー

担

ツクラブの育成につい

当

ては、地
域のスポーツ

部

振興のみならず、スポ

教

ーツを通じたコミュニ

育

ティの形成、青少年の

部

健全育成、高齢者や障

一

害のある人の
社会参画

般

の場としてなどの役割

会

が期待されています。

計

そして、本市では住民

総

が気軽に参加できる範

合

囲として「地域」
を考

型

えた場合中学校区ごと

地

の設立が望ましいと結

域

論づけ、全6中学校区

ス

で設立がされています

ポ

。
　また、補助金削減

ー

計画（案）に基づき平

ツ

成25年度より実施の

ク

各クラブへの助成金支

ラ

出の削減により、27

ブ

年度末まで
で3クラブ

育

への助成が終了し、最

成

後の1クラブとなる2

事

9年度末をもって助成

業

金の支出は終了予定と

担

なっているので、ク
ラ

当

ブ運営の基本である自

課

主・自立に向け、定期

ス

的な研究会の開催によ

ポ

り、各クラブ間の情報

ー

共有や意見交換、アド

ツ

バ
イザーからの助言聴

課

取等を図るとともに、

款

各クラブ、運営の安定

項

化に向けた財源確保策

目

の検討を進めます。

担当係 普

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　

及

Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧



業

50 336,980 3

務

39,056 343,

係

331 350,163

1

指標
 

指標
公認陸上競

0

技場　第1種　名古屋

6

市
他市との 　　　　　

3

　　　第2種　豊田市、知多市
比較検証 　　　　　　　　第3種　名古屋市、豊橋市、豊川市、一宮市、半田市

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 62,944 38,850 111,026 10,170 合計 111,026,160 円
需用費 3,975,480 円

財
　
源

特定財源 4,800 0 0 0 工事請負費 107,050,680 円

一般財源 58,144 38,850 111,026 10,170

職員人件費　② 1,753 1,760 1,959 2,662

総事業費（①＋②） 64,697 40,610 112,985 12,832

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　

８

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 ス

平

ポーツ
施策体系

施策の

成

内容 スポーツ施設の整

２

備・充実・開放

目
　
　

７

　
的

　ウィングアリー

年

ナ刈谷、ウェーブスタ

度

ジア

主
た
る
内
容

　設備

評

の修繕及び整備工事
ム

価

刈谷及びグリーングラ

）

ウンド刈谷の円滑な
管

刈

理運営のため必要な整

谷

備を行い、施設の適
切

市

な運用を図る。

位
置
づ

事

け

関連計画  第2次刈

務

谷市スポーツマスター

事

プラン

根拠法令  

対象

業

者 施設利用者 事業期間

評

平成２１年度 ～

実施方

価

法 ■直営　□委託　□

シ

指定管理　□補助・助

ー

成　□その他

ト （様式１）

会計

Ｂ
　

名

事
　
業
　
実
　
績

２５年

担

度実績 ２６年度実績 ２

当

７年度実績 ２８年度計

部

画

・ウィングアリーナ

教

刈谷 ・ウェーブスタジ

育

アム刈谷 ・ウィングア

部

リーナ刈谷 ・ウィング

一

アリーナ刈谷
　　プー

般

ル更衣室前扉設置工 　

会

　電話設備更新工事 　

計

　電動ロールスクリー

ウ

ン修 　　フロア図面版

ィ

修繕
　　事 　　観客席

ン

取替工事 　　繕 ・ウェ

グ

ーブスタジアム刈谷
・

ア

ウェーブスタジアム刈

リ

谷 ・グリーングラウン

ー

ド刈谷 　　エレベータ

ナ

改修工事　他 　　場内

刈

時計システム修繕
　　

谷

第3種公認更新工事 　

等

　天然芝張替修繕 ・ウ

施

ェーブスタジアム刈谷

設

　　女子トイレ工事
　

整

　空調更新工事 　　空

備

調機修繕 　　監視カメ

事

ラシステム改修
　　自

業

動ドア修繕 　　音響設

担

備整備工事　他 　　工

当

事
　　高圧受電設備改

課

修工事 ・国道23号下

ス

駐車場整備工事

計画通

ポ

り整備できた。

成果

今

ー

後、施設が老朽化して

ツ

くるので計画的に実施

課

しなければならない。

款

課題

指標名称（単位）

項

実績値 目標値

２５年度

目

２６年度 ２７年度 ２８

担

年度 ３０年度

成果 ウィ

当

ングアリーナ刈谷利用

係

者数（人） 336,5



務係

10 6 3

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　

平

市民が利用できる施設

成

の拡充に必要な事業で

２

ある。
・法的業務

高い

８

必要性 ・市民ニーズ、

年

社会需要
・市民生活上

度

必要である　など

　計

（

画的な経費の執行が必

平

要である。
・コストの

成

節減、費用対効果
普通

２

効率性 ・執行体制の効

７

率性
・手段の最適性　

年

など

　市民がスポーツ

度

活動に参加しやすい環

評

境づくりを推進す
・市

価

が主体となって実施す

）

る
高い

る事業であり、

刈

市の主体的な関与が必

谷

要である。
妥当性 　べ

市

き事業であるか
・総合

事

計画との整合性　など

務

　スポーツ施設の計画

事

的な整備に寄与してい

業

る。

施策への ・施策へ

評

の貢献度
高い・目標達

価

成度
貢献度 ・市民サー

シ

ビスへの効果　など

今

ー

後の方向性 □拡充　■

ト

現状維持　□改善・効

（

率化　□縮小　□終期

様

設定　□休止・廃止

　

式

施設が存続する限り計

２

画的な施設整備（公認

）

工事への対応、国際大

会

会向けの整備計画）が

計

必要である。

名 担当部

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　

教

Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　

育

価
　
∨

部

一般会計
ウィングアリーナ刈谷等施設整備事業

担当課 スポーツ課

款 項 目 担当係 業



1

課題

指標名称（単位）

0

実績値 目標値

２５年度

6

２６年度 ２７年度 ２８

2

年度 ３０年度

活動 スポーツリーダー養成講座修了者数 29 44 45 50 50
指標 （人）

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 149 108 115 151 合計 114,590 円
報償費 36,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 需用費 78,590 円

一般財源 149 108 115 151

職員人件費　② 701 1,056 1,175 1,141

総事業費（①＋②） 850 1,164 1,290 1,292

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　

８

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

年

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

度

　
要

総合計画
分野 教育

（

文化

基本施策 スポーツ

平

施策体系
施策の内容 ス

成

ポーツ指導者の育成

目

２

　
　
　
的

　高齢化社会

７

の進展、余暇時間の増

年

大等に伴

主
た
る
内
容

　

度

専門知識や実績を有す

評

る講師によるスポー
い

価

、生涯スポーツ活動を

）

推進するため、その ツ

刈

リーダー養成講座の開

谷

催
推進役となるリーダ

市

ーを育成し、市民スポ

事

ー
ツ活動の活性化、継

務

続化を図る。

位
置
づ
け

事

関連計画 第2次刈谷市

業

スポーツマスタープラ

評

ン

根拠法令

対象者 市民

価

事業期間 平成７年度 ～

シ

実施方法 ■直営　□委

ー

託　□指定管理　□補

ト

助・助成　□その他

（様式１）

会計名 担

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

当

２５年度実績 ２６年度

部

実績 ２７年度実績 ２８

教

年度計画

・スポーツリ

育

ーダー養成講座 ・スポ

部

ーツリーダー養成講座

一

・スポーツリーダー養

般

成講座 ・スポーツリー

会

ダー養成講座
　　開催

計

回数　1回（3コマ）

ス

　　開催回数　1回（

ポ

3コマ） 　　開催回数

ー

　1回（3コマ） 　　

ツ

開催回数　1回（3コ

リ

マ）
　【講座メニュー

ー

】 　【講座メニュー】

ダ

　【講座メニュー】
　

ー

心理学から考える指導

養

方法 　　スポーツ栄養

成

学 　　スポーツにおけ

講

る体幹の
　効果、効率

座

を考えたトレー 　　ス

事

ポーツ障害の予防とス

業

　　重要性（座学・実

担

技）
　ニング 　　トレ

当

ッチング（座学・実 　

課

　トップ選手が行う外

ス

傷予
　テーピング 　　

ポ

技） 　　防トレーニン

ー

グ

・日々進歩する専門

ツ

知識や最新のスポーツ

課

科学を取り入れた研修

款

機会を継続的に提供す

項

ることにより、優れた

目

指導者の育

成果
成と確

担

保ができた。

・養成し

当

たリーダーを活用する

係

システムは、生涯学習

普

指導者名簿等への掲載

及

のみであり、より一層

係

の充実が求められる。



0 6 2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　市民が

平

スポーツを継続するた

成

めには、だれもが気軽

２

に参
・法的業務

普通
加

８

できるスポーツプログ

年

ラムとそれを適切に指

度

導する指導
必要性 ・市

（

民ニーズ、社会需要 者

平

が必要である。
・市民

成

生活上必要である　な

２

ど

　愛知教育大学等の

７

教育機関及びホームタ

年

ウンパートナー
・コス

度

トの節減、費用対効果

評

普通
チームと協働して

価

、講座のメニュー作り

）

から指導まで一環
効率

刈

性 ・執行体制の効率性

谷

して行い、産官学連携

市

したスポーツ推進に努

事

めている。
・手段の最

務

適性　など

　市民がス

事

ポーツ活動をはじめ、

業

継続できるよう、指導

評

者
・市が主体となって

価

実施する
普通

の育成に

シ

努める。
妥当性 　べき

ー

事業であるか
・総合計

ト

画との整合性　など

　

（

スポーツマスタープラ

様

ン基本施策として推進

式

を図ってい

施策への ・

２

施策への貢献度
高い

る

）

。
・目標達成度

貢献度

会

・市民サービスへの効

計

果　など

今後の方向性

名

□拡充　□現状維持　

担

■改善・効率化　□縮

当

小　□終期設定　□休

部

止・廃止

　市民のスポ

教

ーツ活動が多様化、高

育

度化し、指導者へのニ

部

ーズも質･量ともに増

一

大しています。指導者

般

には、豊かな人
間性、

会

競技の専門性、スポー

計

ツ環境や条件の管理能

ス

力などが求められます

ポ

。また、技術指導だけ

ー

でなく、スポーツの
多

ツ

様な楽しみ方の指導な

リ

ど、幅広いマネージメ

ー

ントができる指導者の

ダ

育成に努めます。

ー養成講

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ

座

 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　

事

評
　
価
　
∨

業
担当課 スポーツ課

款 項 目 担当係 普及係

1



８年度 ３０年度

成果  総合順位（位） 7 16 9 7 5
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 250 250 270 270 合計 270,000 円
委託料 270,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 250 250 270 270

職員人件費　② 1,403 2,112 3,917 3,802

総事業費（①＋②） 1,653 2,362 4,187 4,072

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

愛知万博メモリアル市町村対抗駅伝選手派

遣事業

平成２８

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

年

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

度

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

（

総合計画
分野 教育文化

平

基本施策 スポーツ
施策

成

体系
施策の内容 スポー

２

ツ活動プログラムの充

７

実

目
　
　
　
的

愛知万博

年

メモリアル愛知県市町

度

村対抗駅伝競

主
た
る
内

評

容

愛知県が後援してい

価

る愛知県陸上競技協会

）

及
走大会に刈谷市代表

刈

選手を派遣し、市民に

谷

Ｐ び東海テレビ放送が

市

開催する大会に刈谷市

事

よ
Ｒすることで、競技

務

の普及を図るとともに

事

、 り選手を派遣する事

業

業を実行委員会に委託

評

す
刈谷市を含めた愛知

価

県内の市町村スポーツ

シ

振 る。
興に寄与する。

ー

位
置
づ
け

関連計画 第2

ト

次刈谷市スポーツマス

（

タープラン 

根拠法令

様

 

対象者 選抜選手並び

式

に実行委員 事業期間 平

１

成１８年度 ～

実施方法

）

□直営　■委託　□指

会

定管理　□補助・助成

計

　□その他

名 担当部 教育部

一

Ｂ
　
事

般

　
業
　
実
　
績

２５年度

会

実績 ２６年度実績 ２７

計

年度実績 ２８年度計画

担

各部門2名計18名の

当

選手を選出各部門2名

課

計22名の選手を選出

ス

各部門2名計18名の

ポ

選手を選出各部門2名

ー

計18名の選手を選出

ツ

し、数回の合同練習会

課

を経て し、数回の合同

款

練習会を行っ し、数回

項

の合同練習会を行っ し

目

、数回の合同練習会を

担

行う
大会に参加した。

当

た。 た。 。
　総合順位

係

　第7位入賞 　総合順

指

位　第16位 　総合順

導

位　第9位入賞 　目標

係

順位　第7位入賞

　大

1

会を通じて愛知万博を

0

次世代へ継承するとと

6

もに、競技者育成、市

2

町村相互の交流及びスポーツ振興を図ることがで

成果
きた。

　世代ごとの選手選考及び発掘が課題である。また、刈谷市としてどのような目的で大会に参加するのかを明確にする。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２



６年度 ２７年度 ２８年度 ３０年度

活動 各種大会、イベント参加者数（人） 12,189 12,685 12,792 13,000 13,000
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 595 580 575 489 合計 574,550 円
役務費 61,550 円

財
　
源

特定財源 175 207 186 195 委託料 513,000 円

一般財源 420 373 389 294

職員人件費　② 1,403 1,760 1,959 1,901

総事業費（①＋②） 1,998 2,340 2,534 2,390

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0 ・大会参加料
・保険料実費徴収金

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ

２

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

８

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

年

　
業
　
概
　
要

総合計画

度

分野 教育文化

基本施策

（

スポーツ
施策体系

施策

平

の内容 スポーツ活動プ

成

ログラムの充実

目
　
　

２

　
的

　各種目毎に参加

７

者相互の情報交換と交

年

流を

主
た
る
内
容

○専門

度

の知識と実績を有する

評

団体等への事業
深める

価

とともに、スポーツの

）

普及振興に寄与 　委託

刈

のよる各種スポーツ大

谷

会の開催
するため大会

市

を開催する。

位
置
づ
け

事

関連計画 第2次刈谷市

務

スポーツマスタープラ

事

ン

根拠法令  

対象者 市

業

民 事業期間 ～

実施方法

評

□直営　■委託　□指

価

定管理　□補助・助成

シ

　□その他

ート （様式１）

会

Ｂ
　
事

計

　
業
　
実
　
績

２５年度

名

実績 ２６年度実績 ２７

担

年度実績 ２８年度計画

当

・スポーツ大会等の開

部

催 ・スポーツ大会等の

教

開催 ・スポーツ大会等

育

の開催 ・スポーツ大会

部

等の開催
　一万人卓球

一

　659人 　一万人卓

般

球　798人 　一万人

会

卓球　708人 　一万

計

人卓球
　ソフトバレー

各

ボール　180人　ソ

種

フトバレーボール　1

大

28人　ソフトバレー

会

ボール　171人　ミ

開

ニテニス
　ミニテニス

催

　150人 　ミニテニ

事

ス　220人 　ミニテ

業

ニス　86人 　ユニホ

担

ッケー
　ユニホッケー

当

　104人 　ユニホッ

課

ケー　86人 　ユニホ

ス

ッケー　98人 　ＧＯ

ポ

ＧＯウォーキング
　Ｇ

ー

ＯＧＯウォーキング9

ツ

1人 　ＧＯＧＯウォー

課

キング113人　ＧＯ

款

ＧＯウォーキング16

項

8人
　　参加者数　計

目

1,184人 　　参加

担

者数　計1,345人

当

　　参加者数　計1,

係

231人

・市民が気軽

普

に参加できる大会を開

及

催することにより、選

係

手間の交流が深められ

1

た。

成果

・競技団体に

0

よる自主的な大会開催

6

への移行を促進させる

2

ことが課題である。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２５年度 ２



2

味・関心を持ち、スポーツ活動に参加したくなるような効率的、効

果的な啓発。
課題

・競技種目の継続実施を希望する方々に向けた、既存競技団体等への橋渡しや受け皿の確保。

指標名称（単位）
実績値 目標値

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ３０年度

成果  スポーツふれあいｄａｙ参加人数(人） 208 359 433 750 900
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 200 200 200 200 合計 200,000 円
委託料 200,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 200 200 200 200

職員人件費　② 701 704 783 760

総事業費（①＋②） 901 904 983 960

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

８

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 教育文化

基

（

本施策 スポーツ
施策体

平

系
施策の内容 スポーツ

成

活動プログラムの充実

２

目
　
　
　
的

　生涯スポ

７

ーツの振興にあたり、

年

市民が手軽

主
た
る
内
容

度

○刈谷市スポーツ推進

評

委員協議会への委託　

価

に楽しめる環境づくり

）

を推進するため、ニュ

刈

　によるスポーツふれ

谷

あいｄａｙの開催
ース

市

ポーツを広く紹介する

事

。

位
置
づ
け

関連計画 第

務

2次刈谷市スポーツマ

事

スタープラン

根拠法令

業

 

対象者 市民 事業期間

評

～

実施方法 □直営　■

価

委託　□指定管理　□

シ

補助・助成　□その他

ート （様式１）

会計

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

名

績

２５年度実績 ２６年

担

度実績 ２７年度実績 ２

当

８年度計画

・スポーツ

部

ふれあいｄａｙ　 ・ス

教

ポーツふれあいｄａｙ

育

・スポーツふれあいｄ

部

ａｙ ・スポーツふれあ

一

いｄａｙの
　開催回数

般

　9回　 　開催回数　

会

8回　 　開催回数　1

計

2回 　開催　　　　　

ニ

　　　　　
　参加人員

ュ

　208人 　参加人員

ー

　359人 　参加人数

ス

　433人 　（6月以

ポ

降、3支部が支部毎
　

ー

種　　目　 　種　　目

ツ

　種　　目 　　に開催

普

）
　　ディスクドッヂ

及

　　　　 　　ディスク

事

ドッヂ　　　　 　　ノ

業

ルディック・ウォーク

担

　種　　目
　　チャン

当

スペタ 　　チャンスペ

課

タ　　　　　 　　ディ

ス

スクドッヂ 　　ノルデ

ポ

ィック・ウォーク
　　

ー

キンボール　　　 　　

ツ

キンボール 　　キンボ

課

ール 　　ペタンク
　　

款

ペタンク 　　ペタンク

項

　　ソフトバレーボー

目

ル
　　ユニホッケー　

担

　　 　　ユニホッケー

当

　　ミニテニス
　　　

係

　
・世代や性別に関係

普

なく、だれもが取り組

及

むことができるニュー

係

スポーツの普及が進ん

1

できた。

成果

・スポー

0

ツをしてない人たちが

6

、スポーツに対して興



6 2

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 2,318 2,718 2,708 3,000 合計 2,707,500 円
報償費 2,707,500 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 2,318 2,718 2,708 3,000

職員人件費　② 2,455 2,464 1,959 1,901

総事業費（①＋②） 4,773 5,182 4,667 4,901

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

８

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 教育文化

（

基本施策 スポーツ
施策

平

体系
施策の内容 スポー

成

ツ活動プログラムの充

２

実

目
　
　
　
的

各競技団

７

体などが主催する全国

年

大会等に、刈

主
た
る
内

度

容

国際大会、全国大会

評

、愛知スポーツレクリ

価

エ
谷市から出場する選

）

手に対して激励金を交

刈

付 ーションフェスティ

谷

バル等に出場する選手

市

を
することにより、大

事

会での活躍を激励する

務

と 激励し、補助を行う

事

。
ともに、各競技の技

業

術向上を図り、社会体

評

育
全体の普及振興に資

価

することを目的とする

シ

。

位
置
づ
け

関連計画 第

ー

2次刈谷市スポーツマ

ト

スタープラン 

根拠法

（

令  

対象者 全国大会出

様

場届提出者 事業期間 ～

式

実施方法 ■直営　□委

１

託　□指定管理　□補

）

助・助成　□その他

会計名 担当部 教育部

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

一

２５年度実績 ２６年度

般

実績 ２７年度実績 ２８

会

年度計画

646人/2

計

,317,500円 6

各

99人/2,717,

種

500円 836人/2

大

,707,500円 交

会

付見込人数　800人

出

見込金額　3,000

場

,000円

　各種大会

選

出場選手への激励並び

手

に補助を行い、スポー

激

ツ振興と競技力向上に

励

努めるとともに。全国

事

大会等出場選手の把

成

業

果
握に努めることがで

担

きた。

　各種大会出場

当

選手に対し、旅費一部

課

補助という形で実施し

ス

ているが、大会規模ま

ポ

たは予選規模などを勘

ー

案し、激励金の

交付基

ツ

準も検討する必要があ

課

る。
課題

指標名称（単

款

位）
実績値 目標値

２５

項

年度 ２６年度 ２７年度

目

２８年度 ３０年度

活動

担

交付人数（人） 646

当

699 738 836 8

係

00
指標

 
指標

 
他市

指

との
比較検証

導係

10



係

は参加者の拡大を図る

1

ため、コースの見直し

0

や申込方法の変更を行

6

い、参加者数

が大幅に

2

増加した。

　他市の大会時期と重なることもあり、申込しやすい環境作りや事前の広報などＰＲを図り、参加者の増加に努める。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ３０年度

活動  参加者数（人） 1,569 1,374 1,870 2,000 ―
指標

 
指標

　県内の多くの自治体で、同様の市民マラソン大会が実施されている。
他市との 　（知立市・安城市・岡崎市・東浦町・大府市・高浜市・みよし市・犬山市など） 
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1,830 2,235 2,131 2,024 合計 2,130,690 円
役務費 17,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 原材料費 417,690 円
負担金、補助及び

一般財源 1,830 2,235 2,131 2,024 交付金 1,696,000 円

職員人件費　② 5,611 5,632 4,701 4,563

総事業費（①＋②） 7,441 7,867 6,832 6,587

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ

８

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

年

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

度

概
　
要

総合計画
分野 教

（

育文化

基本施策 スポー

平

ツ
施策体系

施策の内容

成

スポーツ活動プログラ

２

ムの充実

目
　
　
　
的

マ

７

ラソン競技者の拡大及

年

び市民のスポーツ競

主

度

た
る
内
容

年齢別男女別

評

の1.5、3、10ｋ

価

ｍのマラソンコ
技の参

）

加意欲の増進を図り、

刈

体力づくりと健 ースと

谷

誰でも気軽に参加でき

市

るジョギングコ
康増進

事

、生涯スポーツの振興

務

を図る。 ースを設定し

事

、市民マラソン大会を

業

開催する
。

位
置
づ
け

関

評

連計画 第2次刈谷市ス

価

ポーツマスタープラン

シ

 

根拠法令  

対象者  

ー

対象者を限定せず 事業

ト

期間 昭和４８年度 ～

実

（

施方法 □直営　□委託

様

　□指定管理　■補助

式

・助成　□その他

１）

会計名 担当部 教

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

育

５年度実績 ２６年度実

部

績 ２７年度実績 ２８年

一

度計画

ウェーブスタジ

般

アムを発着点 ウェーブ

会

スタジアムを発着点 ウ

計

ェーブスタジアムを発

か

着点 ウェーブスタジア

き

ムを発着点
に開催。1

つ

.5、3、10ｋｍ、

ば

ジ に開催。1.5、3

た

、10ｋｍ、ジ に開催

マ

。1.5、3、10ｋ

ラ

ｍ、ジ に開催。1.5

ソ

、3、10ｋｍ、ジ
ョ

ン

ギング男女別、年齢別

大

の9部ョギング男女別

会

、年齢別の9部ョギン

開

グ男女別、年齢別の9

催

部ョギング男女別、年

事

齢別の9部
門で開催し

業

、1,569人の参加

担

者門で開催したが、天

当

候に恵ま 門で開催した

課

が、天候に恵ま 門で開

ス

催し、2,000人の

ポ

参加者
があった。 れず

ー

1,374人の参加者

ツ

であったれ1,870

課

人の参加者であった。

款

を見込む。
。

　ジョギ

項

ング及びランニングブ

目

ームの中、気軽に参加

担

できるスポーツイベン

当

トとして定着している

係

とともに本市のスポー

指

成果
ツ振興の一翼を担

導

っている。また今年度



0

最高レベルの試合を間

6

近で観戦できる機会が

2

あることを多くの市民に周知することや、トップアスリートによる子

どもたちへの技術指導等を通して「する・みる・ささえる」というスポーツの多面性の中で、一市民一スポーツの推進に

努めた。

・事業を推進するにあたり、各チームを始めとする関係各所の更なる理解と協力を得ることに努める。

・本市独自の事業展開を模索する必要がある。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ３０年度

活動 刈谷キラキラ教室実施回数 2 2 3
指標
活動 市民の各チームの認知度 46.9 ― ― ― 55
指標

参考都市：川崎市、広島市、柏市、神戸市等
他市との 本市の特徴：12のトップスポーツチームが活動拠点を置いており、全国的に類を見ない本市の強みである。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 272 618 合計 272,400 円
報償費 24,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 需用費 248,400 円

一般財源 0 0 272 618

職員人件費　② 0 0 3,525 3,042

総事業費（①＋②） 0 0 3,797 3,660

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年

Ｄ

度特定財源名称

２７年

　

度までの累積事業費 0

　

２９年度以降の事業費

　

見込 0

Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

８

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 教育文

（

化

基本施策 スポーツ
施

平

策体系
施策の内容 スポ

成

ーツ活動プログラムの

２

充実

目
　
　
　
的

　刈谷

７

市に拠点を置く国内最

年

高レベルの実力

主
た
る

度

内
容

○ホームタウンパ

評

ートナー連絡会の開催

価

（年3
を持つ12チー

）

ムを市民に対しＰＲす

刈

ることで 　回）
、トッ

谷

プレベルの試合が間近

市

で観戦できるこ ○ホー

事

ムタウンパートナーチ

務

ーム啓発用リー
とを周

事

知し、見るスポーツの

業

振興に寄与する 　フレ

評

ット等の作成
。 ○刈谷

価

キラキラ教室の開催

位

シ

置
づ
け

関連計画 第2次

ー

刈谷市スポーツマスタ

ト

ープラン

根拠法令

対象

（

者 市民、ホームタウン

様

パートナーチーム 事業

式

期間 平成２７年度 ～

実

１

施方法 ■直営　□委託

）

　□指定管理　□補助

会

・助成　□その他

計名 担当部 教育部

一

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

般

５年度実績 ２６年度実

会

績 ２７年度実績 ２８年

計

度計画

　 　 ・連絡会の

ホ

開催　3回 ・連絡会の

ー

開催　3回
　 　 ・キラ

ム

キラ教室の開催　2回

タ

・キラキラ教室の開催

ウ

　 　 ・パートナーチー

ン

ム啓発用　 ・パートナ

パ

ーチーム啓発用　
　 　

ー

　リーフレット・横断

ト

幕作成 　リーフレット

ナ

・うちわ作成
　　　―

ー

―――――― 　　　―

事

―――――― ・市民だ

業

よりやホームページ ・

担

市民だよりやホームペ

当

ージ
　でのＰＲの実施

課

　でのＰＲの実施
・刈

ス

谷駅南北連絡通路や観

ポ

光 ・刈谷駅南北連絡通

ー

路や観光
　案内所等で

ツ

のＰＲの実施 　案内所

課

等でのＰＲの実施
・オ

款

アシス館刈谷でのパー

項

ト ・オアシス館刈谷で

目

のパート
　ナーチーム

担

の常設展示 　ナーチー

当

ムの常設展示
・ホーム

係

タウンパートナーチー

普

ムが全国で活躍するこ

及

とにより、刈谷市を全

係

国にアピールすること

1

ができた。

成果
・国内



2

の育成に努めた。

　本市における体育・スポーツ団体の中心的な組織として、継続した活動を行うためには、協会の更なる組織力の強化が

必要である。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ３０年度

活動 加盟人数（人） 12,435 12,662 12,241 13,000 13,500
指標

 
指標

 公益財団法人・・・豊橋市・豊田市・小牧市・名古屋市・岡崎市
他市との  ＮＰＯ法人・・・犬山市・安城市
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 5,550 4,550 5,906 4,550 合計 5,906,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 5,906,000 円

一般財源 5,550 4,550 5,906 4,550

職員人件費　② 5,611 5,632 7,834 7,605

総事業費（①＋②） 11,161 10,182 13,740 12,155

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

８

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 教育文化

基

（

本施策 スポーツ
施策体

平

系
施策の内容 クラブ・

成

団体の育成

目
　
　
　
的

２

本市における体育・ス

７

ポーツ団体を統括する

年

主
た
る
内
容

・市民のス

度

ポーツ活動の向上等に

評

関する調査
とともに、

価

市民スポーツの普及振

）

興を図り、 　研究
市民

刈

の健全な心身の発展に

谷

寄与することを目 ・ス

市

ポーツ団体の育成・強

事

化
的に活動する刈谷市

務

体育協会に対し補助を

事

行 ・スポーツ団体への

業

情報提供
う。 ・スポー

評

ツ大会等の実施
・体育

価

施設の充実等について

シ

の指導及び助言
・その

ー

他目的の達成に必要な

ト

事業の実施

位
置
づ
け

関

（

連計画 第2次刈谷市ス

様

ポーツマスタープラン

式

根拠法令  

対象者 刈谷

１

市体育協会加盟団体 事

）

業期間 昭和３４年度 ～

会

実施方法 □直営　□委

計

託　□指定管理　■補

名

助・助成　□その他

担当部 教育部

一般会

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

計

２５年度実績 ２６年度

刈

実績 ２７年度実績 ２８

谷

年度計画

・刈谷市長杯

市

総合体育大会、 ・刈谷

体

市長杯総合体育大会、

育

・刈谷市長杯総合体育

協

大会、 ・刈谷市長杯総

会

合体育大会、
　国民体

補

育大会選手壮行会の 　

助

国民体育大会選手壮行

事

会の 　国民体育大会選

業

手壮行会の 　国民体育

担

大会選手壮行会の
　開

当

催等 　開催等 　開催等

課

　開催等
・協会組織の

ス

強化を図るため ・協会

ポ

組織の強化を図るため

ー

・協会組織の強化を図

ツ

るため ・協会組織の強

課

化を図るため
　の調査

款

、研究 　の調査、研究

項

　の調査、研究 　の調

目

査、研究
・各種国際大

担

会等の誘致に向 ・各種

当

国際大会等の誘致に向

係

　けた取組 　けた取組

指

　各種事業を実施し、

導

市民スポーツの普及振

係

興を図るとともに、ジ

1

ュニア育成事業の一層

0

の推進を図り、本市の

6

将来を担

成果
う競技者



指

83 1,698 1,7

導

00 1,750
指標

 

係

指標
 会員数

他市との

1

　　刈谷市1,698

0

人・碧南市994人（

6

市補助130,000

2

円）・西尾市18人（市補助180,000円）・高浜市1人
比較検証 　　安城市、知立市は協会なし

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1,920 1,920 1,920 1,920 合計 1,920,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 1,920,000 円

一般財源 1,920 1,920 1,920 1,920

職員人件費　② 5,611 4,928 5,484 5,323

総事業費（①＋②） 7,531 6,848 7,404 7,243

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　

８

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 ス

平

ポーツ
施策体系

施策の

成

内容 クラブ・団体の育

２

成

目
　
　
　
的

市民の健

７

康と文化の向上並びに

年

健全なスポー

主
た
る
内

度

容

市内のスポーツ・レ

評

クリエーション団体を

価

束
ツ・レクリエーショ

）

ン活動の実施、普及を

刈

目 ね、各団体の指導育

谷

成、各種大会の開催及

市

び
的とし活動する刈谷

事

市レクリエーション協

務

会 指導者養成などの事

事

業を実施する。
に対し

業

補助を実施する。

位
置

評

づ
け

関連計画 第2次刈

価

谷市スポーツマスター

シ

プラン

根拠法令  

対象

ー

者 刈谷市レクリエーシ

ト

ョン協会加盟団体 事業

（

期間 昭和２２年度 ～

実

様

施方法 □直営　□委託

式

　□指定管理　■補助

１

・助成　□その他

）

会計名 担当部 教育

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

部

５年度実績 ２６年度実

一

績 ２７年度実績 ２８年

般

度計画

・刈谷市民盆踊

会

り大会の実施 ・刈谷市

計

民盆踊り大会の実施 ・

刈

刈谷市民盆踊り大会の

谷

実施 ・刈谷市民盆踊り

市

大会をはじ
・加盟団体

レ

委託事業の実施　 ・加

ク

盟団体委託事業の実施

リ

　 ・加盟団体委託事業

エ

の実施　 　めとする協

ー

会主催事業の実
　 　施

シ

・加盟団体委託事業の

ョ

実施

　各種事業を実施

ン

し、市民の健康と文化

協

向上並びに健全なスポ

会

ーツ・レクリエーショ

補

ン活動の実施及び普及

助

を図るととも

成果
に、

事

加盟団体の支援・育成

業

に努めた。

　市内のス

担

ポーツ・レクリエーシ

当

ョンの更なる普及・振

課

興を図るため、協会所

ス

属団体が主体性を持っ

ポ

て継続的、組織的、

計

ー

画的に活動を行うこと

ツ

ができるよう支援する

課

仕組み作りを行うこと

款

が必要である。
課題

指

項

標名称（単位）
実績値

目

目標値

２５年度 ２６年

担

度 ２７年度 ２８年度 ３

当

０年度

活動 加盟人数（

係

人） 1,649 1,5



業

　　　知立市、碧南市

務

、高浜市 
比較検証

係

10 6 3

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 250,846 264,334 262,346 275,710 合計 262,345,747 円
需用費 64,535,337 円

財
　
源

特定財源 37,624 37,986 41,053 34,721 役務費 955,869 円
委託料 192,910,000 円

一般財源 213,222 226,348 221,293 240,989 使用料及び賃借料
3,944,541 円

職員人件費　② 3,156 3,168 3,525 3,802

総事業費（①＋②） 254,002 267,502 265,871 279,512

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0 使用料及び手数料

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　

８

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 ス

平

ポーツ
施策体系

施策の

成

内容 スポーツ施設の整

２

備・充実・開放

目
　
　

７

　
的

ウィングアリーナ

年

刈谷、ウェーブスタジ

度

アム

主
た
る
内
容

○体育

評

施設の管理、運営
刈谷

価

及びグリーングラウン

）

ド刈谷の管理及び ○体

刈

育施設の利用受付
運営

谷

を指定管理者に行わせ

市

ることにより住民 ○自

事

主事業の開催
サービス

務

の向上と経費削減を図

事

る。

位
置
づ
け

関連計画

業

第2次刈谷市スポーツ

評

マスタープラン

根拠法

価

令 地方自治法、刈谷市

シ

体育施設条例

対象者 施

ー

設利用者 事業期間 平成

ト

１９年度 ～

実施方法 ■

（

直営　□委託　■指定

様

管理　□補助・助成　

式

□その他

１）

会計名 担当部

Ｂ
　
事
　

教

業
　
実
　
績

２５年度実

育

績 ２６年度実績 ２７年

部

度実績 ２８年度計画

・

一

指定管理者による管理

般

運営 ・指定管理者によ

会

る管理運営 ・指定管理

計

者による管理運営 ・指

ウ

定管理者による管理運

ィ

営

効率的な管理運営が

ン

行われている。市では

グ

開催が難しい自主事業

ア

が実施された。

成果
毎

リ

年の利用者数が伸びて

ー

いる。

自主事業の教室

ナ

の参加者数も毎年増加

刈

している。

都市公園内

谷

に施設があるため、管

等

理区域に区分が生じ、

施

利用者への対応がとり

設

にくい面がある。

課題

管

指標名称（単位）
実績

理

値 目標値

２５年度 ２６

事

年度 ２７年度 ２８年度

業

３０年度

成果 各種施設

担

が整い、文化やスポー

当

ツ、学習活動などに ―

課

75.4 ― 74.6 7

ス

5.8
指標 取り組みや

ポ

すいと思う市民の割合

ー

（％）
成果 週１回以上

ツ

スポーツをしている市

課

民の割合（％） ― 39

款

.1 ー 45.1 47.

項

5
指標

他市の施設管理

目

、指定管理　安城市、

担

豊田市、西尾市、岡崎

当

市、みよし市
他市との

係

　　　　　　　　直営



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 136,823 145,119 154,009 159,195 合計 154,008,775 円
需用費 15,879,259 円

財
　
源

特定財源 28,741 34,302 28,642 30,096 役務費 285,109 円
委託料 137,843,807 円

一般財源 108,082 110,817 125,367 129,099 使用料及び賃借料 600 円

職員人件費　② 3,156 3,168 3,525 3,802

総事業費（①＋②） 139,979 148,287 157,534 162,997

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0 使用料及び手数料
財産収入

２９年度以降の事業費見込 0 諸収入

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

８

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 教育文化

基本

（

施策 スポーツ
施策体系

平

施策の内容 スポーツ施

成

設の整備・充実・開放

２

目
　
　
　
的

刈谷市内の

７

体育施設（刈谷市体育

年

館他7施設）

主
た
る
内

度

容

○体育施設の管理、

評

運営
の施設管理及び運

価

営を指定管理者に行わ

）

せる ○体育施設の利用

刈

受付
など効率的に行い

谷

、円滑な管理運営を図

市

る。

位
置
づ
け

関連計画

事

第2次刈谷市スポーツ

務

マスタープラン

根拠法

事

令 地方自治法、刈谷市

業

体育施設条例

対象者 施

評

設利用者 事業期間 平成

価

１９年度 ～

実施方法 ■

シ

直営　■委託　■指定

ー

管理　□補助・助成　

ト

□その他

（様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　

担

業
　
実
　
績

２５年度実

当

績 ２６年度実績 ２７年

部

度実績 ２８年度計画

・

教

指定管理者及び直営に

育

よる ・指定管理者及び

部

直営による ・指定管理

一

者及び直営による ・指

般

定管理者及び直営によ

会

る
管理運営 管理運営 管

計

理運営 管理運営

指定管

体

理を行っている施設の

育

経費節減が図られた。

館

成果

指定管理以外の施

等

設のより円滑な管理運

施

営方法の検討。

体育館

設

の施設維持老朽化対策

管

。
課題

指標名称（単位

理

）
実績値 目標値

２５年

事

度 ２６年度 ２７年度 ２

業

８年度 ３０年度

成果 各

担

種施設が整い、文化や

当

スポーツ、学習活動な

課

どに ― 75.4 ― 74

ス

.6 75.8
指標 取り

ポ

組みやすいと思う市民

ー

の割合（％）
成果 週１

ツ

回以上スポーツをして

課

いる市民の割合（％）

款

― 39.1 ― 45.1

項

47.5
指標

他市の状

目

況、指定管理　安城市

担

、豊田市、西尾市、岡

当

崎市、みよし市
他市と

係

の 　　　　　　直営　

業

　　知立市、碧南市、

務

高浜市
比較検証

係

10 6 3



指標 取り組みやすいと思う市民の割合（％）
成果 週1回以上スポーツをしている市民の割合（％） ― 39.1 ― 45.1 47.5
指標

体育館施設　安城市2棟（S54、H12)、知立市1棟（S57)、碧南市1棟（H7)、高浜市1棟、西尾市5棟（S54、S5
他市との 9、H4、H5、H21）
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 14,308 31,413 9,450 43,997 合計 9,450,000 円
委託料 9,450,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 14,308 31,413 9,450 43,997

職員人件費　② 1,403 1,408 313 2,662

総事業費（①＋②） 15,711 32,821 9,763 46,659

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

８

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 教育文化

基本施

（

策 スポーツ
施策体系

施

平

策の内容 スポーツ施設

成

の整備・充実・開放

目

２

　
　
　
的

体育館等の施

７

設の円滑な管理運営を

年

図るため

主
た
る
内
容

○

度

設備の修繕及び整備工

評

事
、随時必要な整備を

価

行う。

位
置
づ
け

関連計

）

画 第2次刈谷市スポー

刈

ツマスタープラン

根拠

谷

法令  

対象者 施設利用

市

者他 事業期間 平成２２

事

年度 ～

実施方法 ■直営

務

　□委託　□指定管理

事

　□補助・助成　□そ

業

の他

評価シート （様式

Ｂ
　
事
　
業
　

１

実
　
績

２５年度実績 ２

）

６年度実績 ２７年度実

会

績 ２８年度計画

・リモ

計

ートユニット取替修繕

名

・国旗バトン巻上機修

担

繕 ・維持保全計画等策

当

定委託 ・自家発電ラジ

部

エーター取替
・非常用

教

直流電源装置修繕 ・看

育

板バトン巻上機修繕 修

部

繕
・中央監視装置部品

一

取替修繕 ・空調設備自

般

動制御機器修繕 ・冷温

会

水発生機用冷却ポンプ

計

・アリーナ照明ランプ

体

取替修 ・空調設備冷却

育

水ポンプ等分 取替修繕

館

繕 解修繕 ・冷温水ポン

施

プ取替修繕
・空調設備

設

吸水式温水発生機 ・受

整

変電設備改修工事
オー

備

バーホール ・水冷チラ

事

ー更新工事
・アリーナ

業

及び卓球場暗幕取 ・中

担

央監視装置更新工事
替

当

修繕
・南入口庇防水修

課

繕
維持保全計画等の調

ス

査委託により、構造体

ポ

の劣化状況や耐震診断

ー

等詳細な把握が得られ

ツ

た。

成果

予期せぬ雨漏

課

りなどにより維持保全

款

計画の調査を行ったた

項

め、当初予定していた

目

外壁、屋根、空調の改

担

修を施工できず、

老朽

当

化が進んでいる施設の

係

ため計画的な整備が必

業

要である。
課題

指標名

務

称（単位）
実績値 目標

係

値

２５年度 ２６年度 ２

1

７年度 ２８年度 ３０年

0

度

成果 各種施設が整い

6

、文化やスポーツ、学

3

習活動などに ― 75.4 ― 74.6 75.8



事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 16,893 20,249 20,039 21,618 合計 20,038,837 円
報償費 11,677,900 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 需用費 5,529,297 円
委託料 1,478,400 円

一般財源 16,893 20,249 20,039 21,618 備品購入費 1,353,240 円

職員人件費　② 3,857 2,816 3,134 3,042

総事業費（①＋②） 20,750 23,065 23,173 24,660

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

８

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 教育文化

基本施

（

策 スポーツ
施策体系

施

平

策の内容 スポーツ施設

成

の整備・充実・開放

目

２

　
　
　
的

　学校教育に

７

支障のない範囲で、小

年

中学校の

主
た
る
内
容

○

度

各小中学校運営委員会

評

及び管理指導員によ
体

価

育施設を地域住民のス

）

ポーツ活動の利用に 　

刈

る施設開放の実施
供し

谷

、市民の健康の保持増

市

進と体力の向上を ○学

事

校開放施設の修繕
図る

務

。 ○競技用備品の購入

事

位
置
づ
け

関連計画 第2

業

次刈谷市スポーツマス

評

タープラン

根拠法令 刈

価

谷市立小中学校体育施

シ

設等のスポーツ開放に

ー

関する規則

対象者 市民

ト

事業期間 昭和５２年度

（

～

実施方法 ■直営　■

様

委託　□指定管理　□

式

補助・助成　□その他

１）

会計名 担当部 教

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

育

績

２５年度実績 ２６年

部

度実績 ２７年度実績 ２

一

８年度計画

・利用件数

般

  　9,742件 ・

会

利用件数　  9,7

計

57件 ・利用件数　　

学

9,876件 ・利用件

校

数　 10,000件

開

・利用人数　223,

放

716人 ・利用人数　

事

218,547人 ・利

務

用人数　209,47

費

6人 ・利用人数　21

事

0,000人

・市民の

業

健康の保持増進と体力

担

向上に寄与している。

当

成果

・施設の利用率向

課

上を図るためスポーツ

ス

開放の見直しを進める

ポ

。

課題

指標名称（単位

ー

）
実績値 目標値

２５年

ツ

度 ２６年度 ２７年度 ２

課

８年度 ３０年度

活動  

款

学校スポーツ開放登録

項

人数（人） 11,02

目

0 11,539 10,

担

532 11,000 1

当

1,000
指標

指標

他

係

市との
比較検証

普及係

10 6 3

Ｃ
　



ばたマラソン等市主
　催事業への協力
・定例会等の開催

・地域のスポーツコーディネーターとして、スポーツの推進に努めた。

成果

・スポーツ推進委員の資質の向上と技能の習得。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ３０年度

成果 週1回以上スポーツをしている市民の割合（％） ― 39.1 ― 45.1 47.5
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 476 509 744 1,240 合計 743,746 円
旅費 243,280 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 需用費 353,764 円
役務費 92,840 円

一般財源 476 509 744 1,240 委託料 9,862 円
負担金、補助及び

職員人件費　② 2,455 2,112 2,350 2,281 交付金 44,000 円

総事業費（①＋②） 2,931 2,621 3,094 3,521

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

８

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 教育文化

基本

（

施策 スポーツ
施策体系

平

施策の内容 スポーツ指

成

導者の育成

目
　
　
　
的

２

　地域のスポーツ推進

７

のために活動するスポ

年

主
た
る
内
容

○自主事業

度

の開催
ーツ推進委員の

評

支援を行う。 ○啓発冊

価

子の発行
○市民の要望

）

に応じた実技指導の実

刈

施
○学校、公民館等の

谷

教育機関その他行政機

市

関
　が行うスポーツ行

事

事又は事業への協力
○

務

定例会議の開催
○研修

事

会等への参加

位
置
づ
け

業

関連計画 第2次刈谷市

評

スポーツマスタープラ

価

ン

根拠法令 スポーツ基

シ

本法、刈谷市スポーツ

ー

推進委員に関する規則

ト

対象者 市民、スポーツ

（

推進委員 事業期間 昭和

様

３７年度 ～

実施方法 ■

式

直営　□委託　□指定

１

管理　□補助・助成　

）

□その他

会計名 担当部 教育

Ｂ
　
事
　

部

業
　
実
　
績

２５年度実

一

績 ２６年度実績 ２７年

般

度実績 ２８年度計画

・

会

自主事業の開催 ・自主

計

事業の開催 ・自主事業

ス

の開催 ・自主事業の開

ポ

催
　スポーツふれあい

ー

ｄａｙ　 　スポーツふ

ツ

れあいｄａｙ　 　スポ

推

ーツふれあいｄａｙ　

進

　スポーツふれあいｄ

委

ａｙ　
　ＧＯＧＯウォ

員

ーキング 　ＧＯＧＯウ

事

ォーキング 　ＧＯＧＯ

業

ウォーキング 　ＧＯＧ

担

Ｏウォーキング
・啓発

当

冊子の発行　4回 ・啓

課

発冊子の発行　4回 ・

ス

啓発冊子の発行　4回

ポ

　ノルディック・ウォ

ー

ークス
・地域への推進

ツ

員派遣　24回 ・地域

課

への推進員派遣　24

款

回 ・地域への推進員派

項

遣　30回 　テーショ

目

ン
・かきつばたマラソ

担

ン等市主 ・かきつばた

当

マラソン等市主 ・かき

係

つばたマラソン等市主

普

・啓発冊子の発行
　催

及

事業への協力 　催事業

係

への協力 　催事業への

1

協力 ・地域への推進員

0

派遣
・定例会等の開催

6

・定例会等の開催 ・定

2

例会等の開催 ・かきつ
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